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●
開
場
期
間

　

７
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）、14
日
（
土
）

～
９
月
２
日
（
日
）

●
開
場
時
間

①
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
８
月
13
日
～
15
日

は
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

②
７
月
27
日
～
８
月
10
日
の
平
日
お
よ
び
８

月
16
日
、
17
日
は
、
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

③
７
月
17
日
～
26
日
、
８
月
20
日
～
31
日
の

平
日
は
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

た
だ
し
、
団
体
お
よ
び
貸
切
利
用
に
つ
い

て
は
、
午
前
中
可
、
要
相
談

●
休
場
日　

天
候
が
悪
い
日
や
雷
雲
が
近
づ

い
た
時

●
料
金　

中
学
生
以
下
２
５
０
円
、一
般（
高

校
生
以
上
）
５
０
０
円

※
３
歳
未
満
児
、
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
遊

泳
し
な
い
付
き
添
い
の
人
は
無
料
で
す
。

※
午
後
３
時
以
降
の
料
金
は
半
額
で
す
。

●
回
数
券
〔
６
回
券
〕

中
学
生
以
下
１
２
５
０
円

一
般
（
高
校
生
以
上
）
２
５
０
０
円

●
そ
の
他
・
７
月
７
日
（
土
）
と
９
月
２
日

（
日
）
は
、
無
料
開
放
し
ま
す
。

・
小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護
者

（
高
校
生
以
上
）
の
付
き
添
い
が
な
い
と

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

・
ス
ラ
イ
ダ
ー
利
用
は
安
全
上
、身
長
１
２
０

㌢
以
上
の
人
の
み
利
用
可
能
で
す
。

●
穂
高
プ
ー
ル
の
問
い
合
わ
せ
（
開
場
時
）

指
定
管
理
者
㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ　

82
・
８
３
８
８
ま
で

【
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
】

　

プ
ー
ル
の
監
視
員
と
受
付
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

７
月
７
日（
土
）～
９
月
２
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
（
随
時
受
付
）

指
定
管
理
者
㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ

０
１
２
０
・
０
２
５
・
４
１
６
ま
で

本
年
で
22
回
目
と
な
る
信
州
安
曇
野
薪
能

が
８
月
18
日（
土
）、明
科
龍
門
渕
公
園
で
行

わ
れ
ま
す
。
開
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
火
入

れ
式
で
、
着
物
を
着
て
会
場
に
松た
い
ま
つ明
を
運
ぶ

役
を
務
め
て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
満
18
歳
以
上
（
平
成
24
年
４
月
１
日

現
在
）
の
女
性
（
高
校
生
を
除
く
）

●
募
集
人
数　

１
人

●
謝
礼
・
そ
の
他　

謝
礼
１
万
円
、「
第
22

回
信
州
安
曇
野
薪
能
」
ご
招
待
券
２
枚
。

当
日
の
振
袖
着
付
け
代
、
メ
ー
ク
代
等
は

実
行
委
員
会
に
て
負
担
し
ま
す
。

●
審
査
方
法　

７
月
中
に
開
催
さ
れ
る
実
行

委
員
会
で
決
定
。
結
果
は
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

●
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、応
募
の
動
機
を
明
記
し
、左

記
へ
郵
送
す
る
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
め
切
り　

７
月
13
日（
金
）（
必
着
）

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

信
州
安
曇
野
薪
能
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
係
）

ク
モ
マ
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ

（
県
天
然
記
念
物
）

市
内
の
渓
谷
等
に
生
息
す
る
ク
モ
マ
ツ
マ

キ
チ
ョ
ウ
は
高
山
チ
ョ
ウ
の
中
で
特
に
美
し

い
チ
ョ
ウ
と
し
て
知
ら
れ
、
長
野
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
す
が
、
羽
の
先
が
鮮
や
か

な
オ
レ
ン
ジ
色
を
し
て
い
て
、
残
雪
を
バ
ッ

ク
に
飛
ぶ
姿
は
息
を
の
む
美
し
さ
で
す
。

長
年
に
わ
た
っ
て
高
山
チ
ョ
ウ
の
生
態
を

研
究
し
た
田
淵
行
男
は
、著
書『
高
山
蝶
』に
、

ク
モ
マ
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
を
発
見
し
命
名
し
た

中
村
清
太
郎
の
書
い
た
序
文
を
載
せ
て
い
ま

す
。
中
村
は
初
め
て
見
た
そ
の
チ
ョ
ウ
が
新

種
で
あ
る
と
直
感
し
た
こ
と
や
、
帽
子
で
捕

獲
し
た
も
の
の
幾
度
か
逃
げ
ら
れ
、
最
後
に

自
分
の
元
に
戻
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
つ
づ
っ

て
い
ま
す
。

今
か
ら
百
年
前
の
出
来
事
で
す
。

第
22
回
信
州
安
曇
野
薪
能
に
先
立
ち
、
能

面
や
能
装
束
を
展
示
し
ま
す
。

見
る
角
度
に
よ
っ
て
微
妙
に
そ
の
表
情
を

変
え
る
能
面
や
、
色
鮮
や
か
な
染
織
に
刺し

し
ゅ
う繍

や
金
銀
箔
で
文
様
を
描
い
た
能
装
束
。
間
近

で
見
る
機
会
の
少
な
い
能
道
具
の
数
々
を
、

じ
っ
く
り
と
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。
幽
玄
で

あ
で
や
か
な
能
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

●
会
期　

6
月
23
日（
土
）～
7
月
22
日（
日
）

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
休
館
日　

毎
週
木
曜
日

●
観
覧
料　

無
料

●
展
示
内
容　

能
面（「
玉た

ま
も藻
」「
犀さ

い
り
ゅ
う龍
」「
白は

く

龍り
ゅ
う
お
う
王
」「
姥う
ば

」）、能
装
束
（「
縫ぬ

い
は
く箔
」「
舞ま

い
ぎ
ぬ衣
」

「
鬘か

づ
ら
お
び帯
」）
な
ど

ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
世
界

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

精
油
を
使
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
作
り

実
物
の
ハ
ー
ブ
に
触
れ
、
ハ
ー
ブ
か
ら

採
っ
た
精
油
を
日
常
生
活
に
生
か
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
７
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
南
中
学
校
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

お
よ
び
会
議
室

●
講
師　

中
山
千
代
子
さ
ん

●
定
員　

20
人

●
材
料
費　

１
５
０
０
円
程
度
（
実
費
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
活
動
し
や
す
い
服

装　
●
申
し
込
み　

６
月
30
日
（
土
）
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
フ
ァ

ク
ス（
72
・
７
８
７
０
）ま
た
は
、
ハ
ガ
キ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【
電
話
不
可
】

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

豊
科
１
４
８
７　

豊
科
南
中
学
校

中
山
千
代
子
先
生
あ
て　

※
次
回
の
学
校
開
放
講
座
は
、
９
月
１
日
、

10
月
13
日
に
別
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

三
郷
公
民
館
で
は
、
季
節
に
合
わ
せ
た
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、「
身
近
な
も
の
を
食
べ
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、塩
麹こ
う
じの
利
用
法
や
、玄
米
ス
ー

プ
と
海
鮮
ス
ー
プ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
米
粉
団
子

な
ど
を
作
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
日

本
食
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

７
月
26
日
、
８
月
２
日
、（
い
ず

れ
も
木
曜
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
零
時

30
分

●
会
場　

三
郷
公
民
館
調
理
実
習
室

●
講
師　

山
本
則
子
さ
ん
（
ス
ー
プ
の
会
代

表
）

●
定
員　

18
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

受
講
料
４
０
０
円
（
２
０
０
円

×
２
回
）、
材
料
費
１
回
当
た
り
３
０
０

円
程
度

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

６
月
26
日
（
火
）
～
28
日
（
木
）（
受
付

時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
の
間
に
、

三
郷
公
民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

開
講
日
程
の
詳
細
は
、
受
講
者
へ
後
日

通
知
し
ま
す
。

料
理
教
室

見
直
し
ま
し
ょ
う
日
本
食
！

～
長
寿
国
日
本　

秘
密
は
お
ふ
く
ろ
の
味
～

三
郷
公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

今
年
も
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

穂
高
プ
ー
ル
へ

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

信
州
安
曇
野
薪
能

第
３
回
能
面
と
能
装
束
展

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

学
校
開
放
講
座
参
加
者
の
募
集

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
22
回
信
州
安
曇
野
薪
能

火
入
れ
式
役
の
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５ 穂高プール

第 20 回信州安曇野薪能
火入れ式の様子

幼虫は、渓流付近に生えるミヤマハタザ
オを食べて育つ。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
７

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

名誉市民　故・青木祥二郎さん
ゆかりの品も展示します

漆の作品ができるんだ　「漆を金と貝で飾る」
漆パネル制作講座参加者の募集

　名誉市民である故・髙橋節郎さんの制作方法を学び、その芸術世界の理解を図るため、漆
しつげい

芸の体験講座を開催し
ます。漆塗りの小パネルに、漆芸技法を施してオリジナル作品を制作します。
●日時　７月 21 日（土）、22 日（日）※ 2 日に渡る工程

両日とも午前９時 30 分～午後４時 30 分
●指導　東京藝術大学漆芸研究室
●対象　住所や年齢は問いません。
●定員　10 人（先着順）
●参加料　3000 円
●申し込み　６月 26 日（火）～７月 19 日（木）の午前９時～午後５時の間に
　電話でお申し込みください。休館日は除きます。
●問い合わせ先　安曇野髙橋節郎記念美術館（481・3030 682・0551）


